
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 ： 「知性を磨き 心を見つめ チャレンジする生徒」 

      『 挨拶を交わし 場を清め 時を守る』    校長 下地 秀隆 

豊見城市立伊良波中学校 学校だより 3月号  （45） 令和 8年 3月 19日発行 

「令和 7 年度修了式（伊良波中学校）」 

◆3月 19日（木）に修了式を行いました。今年度の最後を飾る式となりました◆式では、学年

代表、生徒会代表のあいさつを行い、校長先生が 1年の振り返りを行いました◆式の前に、生徒

の活躍を表彰し、讃えることができました。来年度はさらに、ステップアップした活躍を期待し

ています◆1年間ご購読していただきありがとうございました◆ 

◆私たち 1 年生は、1 年前大きな制服

に身を包み緊張した面持ちでこの体育

館の門をくぐった日から、瞬く間に 1

年が過ぎ去りました◆この 1 年間、私

たちは多くの「反省」を積み重ねてき

ました。特に 2 学期は学校生活に慣れ

た甘えから、中学生としての自覚が問

われる場面も多々ありました。提出物

の遅れ自分勝手な行動で周りに迷惑を

かけてしまったことは、私たちの大き

な反省点です◆中でも、合唱コンクー

ルの練習では、練習に身が入らずバラ

バラだった歌声。あの時はお世辞にも

「一つのチーム」とは言えませんでし

た。けれど私たちは何度もぶつかり、

少しずつ相手の歌声に身を傾けるよう

になりました。本番、ホール全体に響

き渡ったあの歌声、それは何度も反省

を繰り返し、それをともに乗り越えて

きた私たちの「信頼の証」でした◆こ

の一年間が私にとってかけがえのない

出来事で、このクラスの仲間たちを心

から誇りに思い感謝しています◆四月

から 2 年生になります。これまでの失

敗や反省をそのままで終わらせるので

はなく、次の一歩を踏み出して行きた

いと思います◆また、先輩として後輩

を導いていけるような２年生を目指し

たいです◆ １年代表 赤嶺 凛 

◆今まで３年生が座っていたこの場所に３年生の姿がなく、僕たち

２年生がいることに違和感と照れくささ・責任を感じます◆２年生

を振り返ると、今年もたくさんの思い出ができました。例えば、中

学校での行事の大イベントである修学旅行です。１年生のころから

楽しみにしていた行事です。先輩方が楽しそうに話していたことを

自分たちが体験すると思うと心が踊りました◆その日が来ると時間

は一瞬で過ぎ去りました。みんなと楽しんだＵＳＪ、歴史や文化を

学べた京都府、奈良県、ホテルでのハプニング。この出来事一つ一

つが僕の心に刻まれました◆新２年生には、思う存分楽しんでほし

いので、ＵＳＪでは乗るアトラクションの順番を決めたり、お金の

使い方を考えて持っていくことや財布はきちんとカバンに入れるこ

とをしてほしいです◆また、今年度成長したこともたくさんありま

す。一つは、各クラスごとで団結力が上がったことです。体育系の

行事では声をだし全力で取り組み、合唱コンクールでは放課後や休

み時間をつかいながら日々練習に取り組み、楽しんで歌い切りまし

た。２つ目は話し合い、コミュニケーションをとることです。国際

交流を通して、違う文化の人達がどのようなことをしたら楽しめる

かを考え、それを共有したり国際交流本番でジェスチャーやアイコ

ンタクトをしながら頑張りました◆ですが成長した面のうらには、

授業と休み時間のメリハリが付けられず何度も注意されたり、授業

中に集中できずに学力が向上しなかったりするなど、多くの改善す

るべき点をありました◆しかしいつまでも甘えて、２年生気分では

いけません。あと数週間すれば僕たちは伊良波中学校の顔である最

高学年になります。３年生という立場は決して楽なものではなく、

後輩たちを導いていく重要な立場です。今の自分たちに足りていな

い自立心を一人ひとりが意識してメリハリのある生活を自分自分た

ちで作り上げ、後輩たちの手本になる存在を目指します。この学年

の良さである団結力を武器に悔いのない１年を創り上げていきたい

です◆ ２年代表 喜納 優太 

◆今年度も今日で最後となりました。３月７日に行われた卒業式は、私たち１、２年生が協力して準備を行

い、先輩方の門出をお祝いすることができました。いろいろな思いがこみ上げて涙を流す卒業生と、別れを

惜しむ在校生の姿が印象的で、感動的な卒業式でした◆今年は、伊良波中学校創立 40 周年ということもあ

り、生徒会ではいろいろな企画を行いました。記念Ｔシャツ制作では、デザインの募集や集金、配布まで大

変なこともたくさんありましたが、仲間と協力してやり遂げることができました。生徒だけでなく、多くの

保護者や地域の方が購入し、着ていただき、達成感でいっぱいです◆今年の伊良波フェスタは、昨年と違い

2 部構成という新しい形での挑戦でした。第１部の生徒会主催によるクイズ大会では、学年の枠を超えて大

盛り上がりでした。そして、第 2 部では出演者の皆さんによる熱いパフォーマンスで学校が一つとなり今

年も大いに盛り上がりました◆生徒会役員として、これまでの先輩方が築き上げてきた伝統を受け継ぎなが

ら、新しいテーマを掲げて前向きにチャレンジしたいと思います◆次年度も伊良波中学校全員で一致団結

し、元気で明るく、地域に誇れる学校を作っていきましょう◆生徒会代表 日高 咲南 


